
歌
の
周
辺

も
の
の
考
え
方
や
生
き
方
の
面
で
、
い
ろ
い
ろ
改
革
し
た
い
こ
と
が
あ

る
。
明
日
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
中
の
ど
れ
に
取
り
掛
か
ろ
う
か
、
な
ど

と
思
案
し
つ
つ
胡
桃
を
眺
め
て
い
る
…
…
そ
ん
な
内
容
の
歌
だ
が
、
結

句
は
「
か
ら
が
、
ひ
と
つ
」
で
字
足
ら
ず
で
あ
る
。
迷
い
の
気
持
ち
や

激
し
い
感
情
を
詠
む
と
き
、
字
足
ら
ず
は
効
果
的
と
い
う
考
え
が
あ
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
表
現
に
し
た
。

胡
桃
は
、
津
軽
出
身
の
家
内
が
好
き
で
時
々
買
っ
て
き
た
。
殻
に
入
っ

た
ま
ま
の
胡
桃
を
、
く
る
み
割
り
の
器
具
で
バ
キ
ッ
と
割
っ
て
美
味
し

く
食
べ
た
。 

（
高
野
公
彦
）

　
　
　コ
ス
モ
ス

会
員
著
書

　合
同
出
版
記
念
会
に
つ
い
て

　私
達
の
友
人
が
本
年
度
に
出
版
し
た
歌
集
の
合
同
出
版
記
念
会
を
、
著
者
を
お
迎

え
し
て
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。

　日
時

　令
和
5
年
12
月
3
日
（
第
一
日
曜
日
）
午
後
1
時
（
正
午
受
付
開
始
）

　会
場

　ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（
私
学
会
館
）

〒
102
│
0073

　東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
▆
二
▆
二
五

電
話
〇
三
▆
三
二
六
一
▆
九
九
二
一

　会
費

　①
歌
集
批
評
紹
介
の
会
、
特
別
企
画

　千
円

　②
祝
賀
会

　七
千
円

　
　
　
　出
席
者
は
①
②
と
も
、
あ
る
い
は
①
②
の
別
を
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
あ
て

　
　
　
　11
月
25
日
必
着
、
葉
書
で
申
し
込
む
こ
と
。

※
フ
ロ
ア
、
部
屋
等
の
詳
細
は
当
日
、
ロ
ビ
ー
他
の
表
示
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　対

　象

　著

　書 

批
評
紹
介
者

1

　川
端

　冨
起
子
著

　歌
集
『
父
の
居
ぬ
春
』························ 

尾
崎

　潤
子

2

　河
合

　
　利
子
著

　歌
集
『
踊
り
下
駄
』··························· 

石
原

　佳
子

3

　池
野

　
　京
子
著

　歌
集
『
彼
岸
花
咲
く
』························ 

大
西

　淳
子

4

　小
沢

　
　京
子
著

　歌
集
『
コ
ス
モ
ス
咲
け
り
』·················· 

能
勢

　玉
枝

5

　吉
山

　
　孝
子
著

　歌
集
『
七
草
の
い
の
ち
』····················· 

関

　
　裕
子

6

　摩
尼

　
　久
晴
著

　歌
集
『
終
古
の
空
』··························· 

中
津
川
勒
坐

7

　荒
巻

　
　和
雄
著

　歌
集
『
癌ガ

ン

人マ
ン

の
う
た
』························ 

大
松

　達
知

8

　山
田

　
　恵
里
著

　歌
集
『
秋
の
助
動
詞
』························ 

清
水
佑
太
郎

9

　有
川

　知
津
子
著

　歌
集
『
ボ
ト
ル
シ
ッ
プ
』····················· 

岩
崎

　佑
太

10

　田
中

　
　愛
子
著

　歌
集
『
秋
の
水
深
』··························· 

前
中

　
　映

11

　福
士

　
　り
か
著

　歌
集
『
大
空
の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
』············ 

豊
島

　秀
範

　
　（休

　
　憩
）

【
特
別
企
画
】

鼎
談
「
今
回
の
歌
集
に
つ
い
て
」············ 

小
島
ゆ
か
り
・
桑
原
正
紀
・
高
野
公
彦

各
賞
受
賞
式

▽
正

　
　午

　
　
　受
付
開
始

　午
後
1
時

　歌
集
批
評
紹
介
の
会
、
特
別
企
画

　午
後
5
時
30
分

　受
賞
式
、
祝
賀
会

▽
受
付 

勝
木
尚
子
・
村
田
淳
子

　書
籍
販
売 

赤
崎
美
香
子
・
春
田

　要

　司
会（
歌
集
批
評
紹
介
の
会
） 

大
西
淳
子
・
中
村
敬
子

　司
会（
祝
賀
会
） 

当
日
依
頼

　記
録 

事
務
室

市谷見
附

九段南四

←四ツ谷
方面

←新宿方
面

飯田
橋方
面→

外濠
公園

一方
通行外濠公

園

市
ヶ
谷
橋

外濠

外濠

外堀
通り

JR中
央線（

各駅停
車）

市ヶ谷
プラザ

正面玄関

Ｊ
Ｒ

市
ヶ
谷
駅 地下鉄1出口 地下鉄A1出口

靖国通り
地下鉄A4出口

交番

日
本
テ
レ
ビ
通
り

三菱東京
UFJ銀行

日本大学
本部

りそな銀行

九段下方面→

【 電 車 】 •JR中央線・総武線（各駅停車）：市ヶ谷駅　徒歩 2分
•地下鉄有楽町線・南北線：市ヶ谷駅A1-1 出口　徒歩 2分
•都営新宿線：市ヶ谷駅A1-1 またはA4出口　徒歩 2分



高
野
公
彦
う
た
紀
行
・
21

あ
す
の
日
に
何
革あ

ら
ため
む
卓
上
に
影
ひ
き
て
胡

桃
の
殻
が
一
つ

　

▉
▊
『
汽
水
の
光
』

（
写
真
・
田
宮
朋
子
）

【
鑑
賞
】
明
日
の
た
め
に
何
を
変
革
す
べ
き
か
自
問

す
る
初
、
二
句
。
そ
の
ア
音
イ
音
（
8
音
）
の
明
る

さ
が
印
象
的
だ
。
こ
こ
は
変
革
へ
の
静
か
な
情
熱
を

読
む
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
真
夜
中
の
灯
り
の
下
、

歌
の
未
来
を
思
う
作
者
、
そ
し
て
、
作
者
に
対
峙
す

る
胡
桃
。「
影
ひ
き
て
」
が
胡
桃
を
立
体
化
す
る
。

青
胡
桃
で
も
ナ
ッ
ツ
で
も
な
く
、
め
っ
ぽ
う
堅
い
一

つ
の
「
殻
」。
そ
れ
は
ま
る
で
、
変
革
を
志
す
孤
独

な
魂
の
よ
う
だ
。 

（
金
子
智
佐
代
）



ふるさとコレクション▇█192
竪穴住居（茨城県土浦市）
　霞ヶ浦の西の高台に縄文時代後～晩期の貝塚が馬蹄形に広がって
いる。約 4，000～3，000 年前，当時入り海だった霞ヶ浦では豊富な
魚介類や塩が採れた。ほぼ環状にめぐる貝塚の内側は現在，上高津
貝塚ふるさと歴史の広場として整備され縄文の人たちの暮らしを感
じられる場所として地域内外の人に親しまれている。
　竪穴住居は広場の数地点から発掘されている。写真の住居は一辺
が約 4～5 mの角のとれた四角いかたちの掘り込みとして発見され
たものを復元したもので，住居の中央部には火を焚くための炉の跡
も見つかっている。入り口から中を覗いてみると仄暗い。炉に座す
人の姿，横顔を想像すると遠いと思われる過去も体感としてはすぐ
そこにあり，汗ばんだ身体と台地を吹く風が今もここにあることが
不思議だ。
　ちなみにここ上高津貝塚は小説家江見水蔭の発掘によって考古学
の世界にひろく知られるものとなった。編集者，翻訳家，冒険家で
もある水蔭の『探検実記　地中の秘密』（明治 42 年）に「上高津と
小松」として発表されている。

（写真・解説　松井　恵子）


